
お祝いの言葉

防
災
部
畏

草

楚

貞

夫

勉
強
会
の
趣
旨
は
、
高
齢
社
会
、
地
震
災
害

に
関
わ
る
知
機
、
ご
み
問
題
な
ど
住
民
に
と
っ

て
関
心
の
高
い
飢
題
を
テ
!
?
に
、
高
齢
社
会

部
、
防
災
部
、
衛
生
部
に
よ
る
取
組
み
を
説
明

す
る
も
の
で
、
役
民
、
理
研
さ
ん
、
受
員
さ
ん

を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
.

「
高
齢
社
会
部
」

高
齢
侶
が
進
む
昨
今
、
独
居
老
人
及
び
弱
者

所
帯
の
見
回
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た

E

め
、
閉
じ
飽
り
や
引
き
随
り
な
ど
予
防
介
護
を

崩

一
目
的
に
、
自
宅
訪
問
と
か
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
一
を
毎
月
定
例
的
に
行
な
い
、
そ
の
為
に
は
民
生

中

一
委
貝
と
の
述
携
も
し
っ
か
り
地
域
の
迎
絡
協
力

山
一
員
に
も
委
縮
状
を
交
付
参
画
し
て
も
ら
い
な
が

ス
一
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
取
り
、
定
例
的
に
高

~
フ
一
齢
社
会
対
策
推
進
委
員
会
を
闘
吉
見
回
り
状
況

学
一
報
告
会
等
を
開
催
し
て
い
る
。

仲

一

『
防
災
部
」

刊

一

い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
地
震
に
対
す

一
る
住
民
の
危
機
慈
帥
が
低
く
、
例
え
ば
当
町
会

一
で
の
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
九
一

O
世

一
帯
の
回
答
を
見
て
も
、
「
防
災
知
臓
が
あ
り
ま

一
す
か
」
の
質
問
に
ニ
二
、
七
%
と
危
険
性
は
知

一
識
と
し
て
分
か
っ
て
い
る
が
根
拠
は
な
い
け
ど

刊
一
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
都
合
よ
く
考
え
る
人
が

例

一
多
い
と
思
い
ま
す
。

会

一

そ
こ
で
少
し
で
も
意
識
を
喚
起
し
て
も
ら
う

竺
こ
と
を
考
慮
に
、
勉
強
会
で
は
、
映
像
と
「
地

ゆ

一震
に
備
え
て
」

一一一

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
冊
子
で
、

一
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
身
を
守
る
た
め
の

-a手
引
き
の
ほ
か
、
「
液
状
化
現
象
と
は
」
「
高

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
東
北
本
線
、
引
一
波
・
高
潮
-
津
波
の
泣
い
」
な
ど
、
用
語
の
解

栗
橋
、
利
根
川
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
駅
で

.
説
も
盛
り
込
ん
だ
テ
!
?
で
、
少
し
で
も
防
災

す
。
そ
こ
へ
降
り
て
食
糧
を
買
い
、
帰

H
へ
の
意
識
が
高
ま
れ
ば
と
話
す
・

り
は
そ
の
ま
ま
列
車
に
乗
っ
た
り
、
利
圃
『
衛
生
部
」

根
川
の
橋
を
渡
る
と
拙
官
官
が
見
張
っ
て

圃

行
政
と
連
携
を
取
り
町
内
の
美
化
、
生
活
環

居
て
荷
物
を
全
部
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
H
境
、
廃
棄
物
減
量
を
テ
!
?
に
、
初
め
に
映
像

の
で
鉄
橋
を
波
っ
て
周
期
る
の
で
す
・
当
-
で
川
崎
市
の
ご
み
処
理
状
況
と
分
別
の
方
法
に

時
は
新
幹
線
も
特
急
も
急
行
す
ら
あ
り
川
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
参
加
者
か
ら
は

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
列
車
は
一
時
間
か

圃
分
別
で
判
断
に
迷
う
質
問
平
、
不
法
役
祭
と
収

二
時
間
に

一
本
と
い
う
状
態
で
、
鉄
橋
・
集
日
以
外
の
ご
み
と
い
っ
た
突
態
の
問
題
な
ど
、

を
渡
る
十
分
か
二
十
分
位
の
聞
に
事
故

国
衛
生
部
と
し
て
ル
ー
ル
の
厳
守
を
徹
底
、
住
み

に
逢
う
心
配
は
な
く
、
た
だ
線
路
中
央
引
よ
い
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め

の
巾
五
十
額
程
の
水
道
は
、
下
は
三
十

圃
に
も
、
町
会
と
し
て
廃
棄
物
滅
盤
指
導
員
を
委

米
位
に
利
根
川
の
流
れ
、
「
私
の
足
だ
・
鵬
、
毎
月
ご
み
、
収
積
所
の
見
回
り
を
行
っ
て

•• 

け
見
て
つ
い
て
い
や
っ
し
ゃ
い
」
と
母
・
い
る
状
況
を
鋭
明
、
少
し
で
も
問
題
の
解
決
に

が
一
五
う
の
で
す
が
恐
ろ
し
く
て
、
ご
は

・
繋
が
れ
ば
と
術
生
部
長
は
話
す
。

-圃

ん
も
お
芋
も
い
ら
な
い
か
ら
と
思
い
ま

・

以
上
、
三
部
の
勉
強
会
を
過
し
て
人
と
の
つ

し
た
。

圃
な
が
り
が
増
え
意
織
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を

本
当
に
切
な
い
思
い
出
、
で
も
そ
こ

川
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

を
頑
張
っ
て
通
り
抜
け
て
来
て
今
の
自

t
EE-
-t
-E

・

E・
-

」

分
が
あ
る
の
だ
な
と
、
大
事
に
生
き
て

一
行
か
ね
ば
と
つ
く
づ
く
思
う
の
で
す
。

劃

敬

老

4
2
 

上
平
間
第
二
町
会
恒
例
の
敬
老
会

が
、
九
月
十
五
日
、
平
問
中
学
校
で
開

一
修
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
台
風
十
八

一
号
の
為
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
、

一
二
年
娠
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
町

一
会
で
は
、
九
十
五
歳
と
米
寿
(
八
十
八

一
歳
)
を
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

一
米
寿
の
方
が
、
五
名
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

一
来
貨
に
は
、
田
中
和
徳
衆
議
院
議
員

一
を
始
め
、
川
崎
市
会
議
員
、
平
問
中
学

一
井
上
校
長
先
生
、
近
隣
ク
ラ
プ
会
長
、

一
民
生
委
員
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
秋
元
町
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
下
河

川

M
一
原
小
学
校
紺
野
校
長
先
生
と
生
徒
さ
ん

ろ
一
の
、
お
祝
い
の
一
吉
田
楽
と
米
寿
表
彰
者
に

組
問
一
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ぺ
一
(
申
込
み
一
五
三
名
、
出
席
者

-
二
六

dJ
一
名
、
そ
の
他
理
事
、
役
員
)

い
一
下
河
原
小
学
校
生
徒
さ
ん
か
ら
、
祝
福

め
一
の
手
紙
を
全
員
に
頂
き
ま
し
た
。
続
い

L
一
て
、
来
賓
の
方
寸
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い

ォ
一
た
後
、
山
上
会
長
参
与
の
発
声
で
「
敬

J
一
老
会
万
歳
」
を
三
唱
し
て
式
典
を
終
了

・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・

--E・E
・
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森
第
二
会
長
顧
問
に
よ
る
乾
杯
の
音

頭
で
、
第
二
部
の
演
芸
に
入
り
ま
し
た
。

先
ず
町
会
役
員
に
よ
る
花
笠
音
頭
で
世
帯

を
開
け
、
市
内
屈
指
の
平
間
中
学
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

「
E
・
A
R
0
H
A
E
」
、
「
花
は
咲

く
」
、
ゆ
り
の
会
の
「
ポ
ケ
な
い
音
頭
」

「
ま
ん
ま
る
ワ
ル
ツ
」
に
続
い
て
、
老

人
ク
ラ
プ
の
「
瀬
戸
の
花
嫁
」
「
星
影

の
ワ
ル
ツ
」
は
歌
詞
を
配
布
し
全
員
で

合
唱
し
、
二
年
ぶ
り
の
仲
間
と
の
談
笑

に
、
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
加

藤
宵
少
年
部
長
の
閉
会
の
辞
で
、
盛
会
樫

に
散
会
致
し
ま
し
た
。
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美紀世治

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
忘
れ
ず
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
私
た
ち
は
記
念
碑
を
建
立
い

た
し
ま
し
た
。

二

O
一
三
年
三
月
、
た
ま
た
ま
資

料
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二

O

一
四
年
九
月
十
六
日
が
事
件
か
ら

一

O
O年
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
織
戸

組
の
社
長
で
あ
る
織
戸

一
郎
氏
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
碑
の
建
立
に
向
け

て
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
い
だ
ら
ど
う

か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
十

六
名
の
実
行
委
員
を
集
め
、
四
月
に

第
一
回
目
の
会
合
を
聞
き
、
そ
の
後
、

月
に
一
度
の
会
合
を
も
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

二

O
一
三
年
八
月
に
は
、
記
念
碑

の
規
模
な
ど
を
決
め
、
側
宮
城
石
材

に
仮
注
文
を
し
ま
し
た
。
題
字
は
八

幡
大
神
宮
司
に
お
願
い
し
、
「
多
摩

川
築
堤
ア
ミ
ガ
サ
事
件

一
O
O年
の

碍
」
と
刻
む
v

」
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

年
も
か
わ
り
二

O
一
四
年

一
月
に

発
会
式
を
行
い
、
六
十
有
余
名
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

お
よ
そ
二
百
万
円
を
目
標
に
建
立
資

金
を
集
め
始
め
、
ニ
ニ

O
人
を
超
え
る

方
々
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
二

O
一
四
年
九
月
十

三
日
に
記
念
稗
の
除
幕
式
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

除
幕
式
当
日
に
は
、
百
数
十
名
の

方
が
参
列
し
て
く
だ
さ
り
、
盛
大
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
除
幕
の

紐
は
、
平
間
幼
稚
園
の
園
児
八
名
が

引
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

『
ア
ミ
ガ
サ
事
件
一

O
O年
の
碑
』

建

立

に

つ

い

て

織

戸

二

O
一
四
年
九
月
十
三
日
、
上
平

間
・
八
幡
大
神
境
内
に
お
い
て
、

「
ア
ミ
ガ
サ
事
件
一

O
O年
の
碑
」

除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
九
一
四
年
の
ア
ミ
ガ

サ
事
件
か
ら

一
O
O年
目
を
-
記
念
し

て
建
立
し
た
も
の
で
す
。

当
時
、
数
百
年
の
間
に
わ
た
っ
て
、

暴
れ
川
・
多
摩
川
が
氾
粧
し
、
住
民

が
難
儀
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
四
十

三
年
(
一
九
一

O
年
)
の
大
洪
水
は

関
東
一
円
海
と
化
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
正
三
年
(
一
九
一
四
年
)

九
月
十
六
日
、
多
摩
川
の
築
堤
を
願

っ
た
下
沼
部
、
中
丸
子
、
上
平
問
、

鹿
島
田
、
近
郷
近
在
か
ら
二
百
数
+

人
の
人
た
ち
が
深
夜
二
時
頃
、
八
幡

大
神
に
集
合
し
、
ア
ミ
ガ
サ
(
チ
ヨ

ン
ポ
リ
ガ
サ
)
を
か
ぶ
っ
て
県
庁
に

直
訴
に
行
っ
た
こ
と
を
「
ア
ミ
ガ
サ

事
件
」
と
い
い
ま
す
。

当
時
の
県
知
事
は
、
代
表
者
と
は

会
っ
た
が
よ
い
返
事
は
な
く
、
事
件

か
ら
三
日
後
に
「
築
堤
同
盟
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
に
県

知
事
に
就
任
し
た
有
吉
忠

一
氏
は
、

郡
道
を
か
さ
上
げ
し
代
用
堤
防
を
建

設
し
ま
し
た
。
そ
の
代
用
堤
防
は
、

有
吉
元
知
事
を
た
た
え
て
、
有
士
口
堤

と
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
今
の
永
久
堤
防
が
で
き
、

そ
れ
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
の

地
区
は
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
事
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

一
O
O年
前
に

多
く
の
人
が
、
県
に
直
訴
し
た
お
か

げ
で
、
今
日
の
我
々
が
安
泰
に
暮
ら除幕式
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松
菜
等
が
お
ひ
た
し
で
頂
く
の
が
大
事

な
野
菜
で
し
た
@
そ
れ
で
、
必
要
に
迫

ら
れ
買
い
出
し
と
云
っ
て
も
今
の
方
々

に
は
わ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

近
県
の
地
方
へ
食
糧
を
求
め
て
手
縫
い

昭
和
三
年
生
ま
れ
の
私
は
九
月
で
八
一
の
リ
ュ

γ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
席
も
空

十
六
歳
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
生
ま
れ
一
い
て
な
い
列
車
の
通
路
に
し
ゃ
が
み
込

の
東
京
育
ち
、
小
学
校
に
入
っ
た
年
に
一
ん
で
親
の
お
供
を
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

臼
中
戦
争
が
始
ま
り
女
学
校
に
入
っ
た
一
い
わ
ゆ
る
閣
の
食
品
を
農
家
へ
行
っ
て

年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
起
き
、
五
年
一
売
っ
て
貰
う
の
で
す
。
お
米
も
野
菜
も

制
を
四
年
生
で
卒
業
し
た
夏
に
日
本
の

一う
ど
ん
等
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
十
じ
、

敗
戦
で
戦
争
は
終
り
ま
し
た
。

一八
歳
の
私
で
も
八
キ
ロ
位
の
物
を
背
負

戦
中
戦
後
、
想
像
も
つ
か
な
い
食
糧
一
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

灘
、
今
思
う
と
子
供
か
ら
大
人
に
な
り
、

社
会
へ
と
つ
な
ぐ
人
生
の
中
で
満
足
な

食
べ
物
も
、
着
る
物
も
無
い
無
い
づ
く

し
の
青
春
が
過
ぎ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
・

終
戦
を
は
さ
ん
だ
当
時
お
米
は
殆
ん

ど
手
に
入
ら
ず
甘
味
の
無
い
大
き
い
ば

か
り
の
さ
つ
ま
芋
が
毎
日
の
食
卓
に
上

り
ま
し
た
。
わ
づ
か
な
家
庭
菜
園
の
小

の
事
件
が
若
い
人
に
語
り
継
が
れ
て
い

っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
、
会
長
・
織
戸

一
郎
氏
の
願
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
活
動
の
中
で
、
有
吉

忠
一
元
知
事
の
ご
子
孫
で
あ
る
有
吉
敏

氏
と
ご
縁
が
で
き
、
除
幕
式
に
は
敏
氏

ご
失
婆
と
そ
の
お
子
様
に
ご
参
列
い
た

だ
き
ま
し
た
。

敏
氏
に
は
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
有
士
百

堤
が
で
き
る
い
き
さ
つ
を
は
じ
め
、
有

古
口
元
知
事
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
碑
建
立
、
そ
し
て
除
幕

式
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
、

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
有
吉
堤
の
検

証
に
努
力
し
、
中
丸
子
の
有
吉
堤
跡
地

に
有
士
口
元
知
事
の
検
証
碑
を
慾
立
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

占
H

新
涼
や
築
堤
百
年
治
水
の
碑

山

田

百

合

子

会
商
さ
す
あ
み
が
さ
一

O
O年
感
謝
の
碑

茂

木

久

夫

;疎々しい子供達

秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間
{
九
月
二

十
一
日

t
二
十
九
日
)
が
行
わ
れ
第
二

町
会
は
二
十
二
日

か
ら
二
十
四
日
迄
、

一
南
部
沿
線
道
路
を

-
中
心
に
立
っ
て
交

タ

一
通
安
全
を
図
っ
た
。

ス

一

エ
ル
一一

フ
一

一一

一
口
一一

マ
ト
一一

サ
パ



川

部

露

子

一

四
津
田
富
美
子

h
f

一

-

長

十

郎

そ

の

名

も

速

さ

梨

畑

ア

ロ

ン

持

ち

赤

い

阜

で

姪

来

る

・

あ
の
周
繍
曹
を
惣
仰
と
思
い
浮
か
べ
さ
せ
る
、

一

-

な
ま
め
か
し
く
も
似
し
い
感
じ
を
滅
わ
せ
て
咲

幾
日
を
生
き
て
や
蝉
の
仰
向
け
に
一
そ
ヮ
と
拭
く
汗
に
ま
み
れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

圃

一

-

い
て
い
る
紅
花
よ
、
の
心
を
駄
ま
れ
た
句
で
あ
る
。

修
羅
の
ζ

と
ご
さ
ぶ
り
打
ち
て
辺
り
見
る

一縁
日
で
友
と
ニ
人
の
か
さ
氷

山

翌
日
資
料
館
を
肪
ね
ま
し
た
が
、
休
節
目
で

中
秋
や
唯
と
め
ど
な
さ
物
思
い

一十
六
夜
の
さ
そ
い
に
乗
れ
ぬ
時
い
道

目

前

回

は

拘

あ

る

中

山

一
し
た
・
十
月
一
目
。
紅
花
で
有
名
な
尾
花
沢
を

足

も

と

に

涼

風

立

ち

て

き

ぽ

る

一司

.1訴
い

臨

岨
圃

耐

園

町
峠
を
越
え
、
山
形
県
の
赤
革
委
で
の
歩
き
を
一
発
ち
山
寺
に
向
か
う
・
裏
も
尾
花
沢
の
鈴
木

徒

競

走

園

児

を

ま

T

L

J
r，

J

3
4
Z圃
圃
置

・
紹
介
致
し
ま
し
た
が
、
高
は
、
こ
ニ
主
義
一
震
に
勧
め
ら
れ
て
行
く
予
定
は
な
か
っ
た
が

身

に

し

む

や

鏡

に

う

っ

す

後

髪

霞

rLぃ戸

弘

'

軍
国

閉

四

日
あ
た
り
ま
で
を
紺
介
さ
せ
て
い
た
だ
さ
二

山
寺
に
向
か
っ
て
い

o
J巡
十

一一
誌
を
川

面

府

民

朝
鮮

品

幽

君

"

一巳

PEalff、
山
刀
伐
峠
を
一
て
ひ
た
す
ら
す
ゴ
稲
刈
り
も
終
わ
り
に

Z
正

子

面

脇

市

品

M
M-圃
聞

孟

鍋

・
経
て
尾
花
沢
へ
の
路
を
も
そ
し
た
そ
う
で
す
。
そ
一

近
い

J
tカ
エ
デ
の
並
木
道
も
色
づ
き
皆
、

ま
飼
う
な
つ
い
て
い
ま
す

2
振

る

面

閉

杭

T
R出国
園

一

副

主
こ
で
赤
倉
重
の
人
還
は
芭
苦
手
厚
い
も
て
な
一
週

ま

で

号

、
村
山
市
に
入
る
と
器
の

の

び

の

び

と

の

ど

の

ぴ

た

り

よ

ぽ

主

語

圏

側

海

一匡
聞
包
臥
目
し
を
し
、
量
り
を
し
た
そ
う
で
す
・
今
で
も
温
一
配
地
、
ひ
と
き
わ
自
に
映
え
る
の
が
高
い
サ
ヲ

千
九
の
児
西
瓜
の
皮
に
か
ぶ
り
つ
さ
一
回
闘
勘

m配
島
事
園
周

Ji--F、
“
泉
街
の
人
巡
は
、
街
の
所
々
に
、
俳
句
の
投
函
符
一
ラ
ン
ポ
ハ
ウ
ス
だ
・
台
風
手
一
号
の
前
ぶ
れ

う
ち
の
警
に
も
負
け
ぬ
今
日
の
月

一闘

関

i
a調
箇

開

叫

』
会

・
を
遣

し
、
俳
響
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

一
か
、
奇
の
中
天
滋
に
省
く
・

佐

藤

主

園

冨

隊

創

凶

園

理

銅

山

九

月

一一一
十
回
号
室
組
泉
旅
館
、
奪
三

「
十
月
二
日
」
駅
前
ホ
テ
ル
を
き
山
寺

日
陰
な
し
旗
手
』
し
か
め
て
え
仰
ぐ

-

圃

園

田

眠

四

回

圏

直
F

神

・
身
体
を
矧
や
し
、
翌
日
早
明
に
思
議
に
向
か
っ

一
に
向
か
う
。
こ
こ
か
ら
一
一
組
歩
い
て
通
話

一-

園

田

宙

開

由

里

盆

天

H
E
T
-
-丁
皮
出
発
し
て
か
ら
=
一
十
日
一
子
超
過
に
を
こ
の
ん
l
ト
は
殆
ん
ど
が
広

素
敵
な
子
に

?
T
A
z-
-圃樹

園

理

d

u目
で
し
え
山
刀
伐
峠
は
標
高
約
四
百
七
十
m
あ
一

F闘
で
あ
り
、
リ
ン
ゴ
、
読
で
あ
る
。

え

母

の

旅

の

土

産

や

盆

の

月

面

胃

園

田

岡

咽

刈

園

間
同
日
り
、
今
で
は
説
で
容
易
に
登
れ
ま
す
・
峠
を
越
え
一
こ
の
果
樹
闘
の
中
に
石
倉
の
襲
句
仰
が
あ
る

出
向
る
蝉
ま
だ
ま
だ
ま
だ
と
い
ふ
て
お
り

一同

附

則

附

問

問

山

川

同

附

W
H
N休
日
て
ひ
た
す
ら
歩
君
、
尾
花
沢
市
街
に
辿
り
拍
子
、
。

-
と
雷
う
の
で
訪
ね
て
み
る
。

使
笑
顔
わ
た
し
も
笑
顔
鰯
雲

一白
幽
闘
園
田
開
園
開
闘
国
・
な
に
は
と
も
あ
れ
宿
を
昔
、
荷
物
長
け
て
芭
一
『
悶
掃
き
を
仰
に
し
て
紅
の
花
」
の
句
碑
話

あ
の
一
球
温
め
の
酒
に
も
悲
や
さ
れ
ず

一

d
M川
社
引
材
計
叫
叫
叶
引

1
Yに
縦
わ
る
史
跡
を
巡
る
こ
と
に
し
た
.

一
て
ら
れ
て
い
た
@
替
は
こ
の
辺
り
も
紅
花
の
産

滝

口

園

美

一
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
打
上
げ
作
業
は
日
護
側
は
紅
花
の
大
問
屋
だ
っ
た
鈴
木
消
師
宅
と
一
地
で
あ
っ
た
と
言
う
・
静
か
な
器
削
闘
を
後
に

9
3天

神
ム
ロ
句
会

一
空
蝉
に

f
p
i
(ナ

一背
少
年
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
足
り
な
い
《

・
禁
寺
に
十
泊
し
て
い
る
@
厄
誌
の
中
心
街
に
て

瞥
く
歩
い
て
山
寺
に
た
ど
り
若
丸
山
寺

ee平
成
二
十
六
年
七
月
j
十
月

一

'
f
t
f
一他
の
部
の
方
の
手
助
け
を
い
た
だ
い
て
行
う
こ
と
白
菜
の
資
料
館
が
あ
り
、
銅
像
も
勉
て
ら
れ
て
い

一
立
右
語
、
菱
商
が
聞
い
た
天
台
宗
主

す

木

源

司

一未
の
問
の
鰯
雲
見
て
深
呼
吸

一
が
出
来
ま
し
た
二
嘉
を
し
て
器
を
し
て
い
ま
?
。
そ
し
て
、

一利
で
、
比
昔
話
寺
に
な
ら
っ
た
恨
本
中
鎗

何
処
に
て
生
ま
れ
し
波
か
磯
の
夏

一
収
降
っ
て
十
一
ハ
夜
の
月
道
案
内

一
す
が
、
打
上
げ
詰
は

一
時
間
少
々
で
、
あ
っ
と
山
「
涼
し
さ
を
主
管
し
て
暖
ま
る
な
り
」

一
が
あ
り
、
合
君
主
筆
と
皇
室
…
在

に
わ
か
雨
洗
濯
取
り
込
む
ピ
レ
こ
紅

一
山
士
、
骨
材
五
ち
の
ぼ
る
錐
の
音

一
雪
聞
に
終
了
し
て
し
ま
い
ま
す

e

花
火
器
年
、

日
清
闘
の
涼
み
を
楽
し
ん
で
い
る
あ
る
じ
演
の
心
一
す
る
。
ひ
た
す
ら
八
百
余
号
室
皇
れ
ば

j
l

一

高

山

一

房

子

一歳
前
の
上
問
屋
と
官
-つ玩
具
の
卸
売
り
専
門
庖
へ

・
恨
の
程
も
偲
ば
れ
る
こ
の
座
敷
の
涼
し
さ
を
我
が
一
奥
の
院
で
あ
り
、
器
削
ら
し
い
挑
盟
が
待
っ
て

時

牛

の

華

は

咲

い

た

り

主
ι
会
一
風
は
た
と
止
み
て
ゆ
っ
く
り
西
陽
か
な

一出
向
き
、
花
火
そ
の
も
の
は
毎
年
同
じ
も
の
が
あ

m
物
倒
に
あ
る
じ
の
好
意
に
ま
か
せ
、
の
う
の
う
と
一
い
え
こ
こ
で
一
旬

終
戦
忌
霊
碑
を
圏
一
む
国
の
花
一
退
け
ら
れ
ぬ
通
院
容
赦
な
さ
夏
場

一
る
釈
で
は
な
く
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
も
の
も
入
荷

目
安
座
す
る
次
第
で
あ

ι、
と
の
感
鮒
の
惣
を
詠
之
叫

mcや
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
芦
」
の
有
名
な

鋳
拍
車
道

MEア
ザ
ミ
に
蝶
や
ど
る
一
幾
年
を
手
こ

4
2
Lう
ち
わ
、

ニ

し
て
く
る
の
で
霊
と
相
殺
し
な
が
ら
決
め
て
い

・
与
え
て
い
る
怠
す
。
ま
た
そ
の
他
に
は

一
句
碑
と
襲
撃
破
さ
れ
て
い
る
。
山
寺
立
石

・
玄
関
の
火
鉢
の

j
ダ

カ

波

立

て

ず

一

I
串

?

一
ま
す
。
約

ω額
一
矧
ほ
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
が
ほ

E

d
v
m
き
お
位
し
て
紅
の
さ

一
寺
を
後
に
し
、
霊
を
経
て
新
民
へ
と
向
か
う
。

H

・I
・-
B
E
l
l
i
-
-
L蛇
ロ
か
ら
温
水
の
出
る
酷
暑
か
な

一
と
ん
ど
が
中
国
で
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
と
聞
い

町
や
が
て
は
女
性
の
容
を
い
ろ
ど
る
料
と
な
る
と
附
一

今
夜
は
新
庄
駅
前
の
ホ
テ
ル
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和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
開
催
致

し
ま
し
た
。
と
り
ど
り
の
色
紙
を
細

く
切
り
、
一
本
の
棒
に
廻
り
を
飛
ば

す
様
に
つ
け
て
行
き
、
両
手
で
、
ク

ル
ク
ル
姐
す
と
、
花
が
パ
ツ
と
咲
い

た
如
く
、
見
事
な
出
来
映
え
。

ク
ル
ク
ル
ピ

l
卜
ロ
の
完
成
。

ボ
ー
ル
紙
を
円
形
と
凶
角
に
切
り
中

を
抜
き
、
枠
を
作
り
、
そ
の
上
に
形

の
変
っ
た
マ
カ
ロ
ニ
を
そ
れ
ぞ
れ
の

好
み
で
並
べ
接
持
石
刻
で
取
り
付
け
て
、

そ
の
上
か
ら
思
い
思
い
の
色
を
吹
き

付
け
て
乾
か
す
、
個
・
々
に
、
素
敵
な

作
品
の
出
来
上
り
言
築
が
出
ま
せ
ん
。

ベ
ン
ネ
フ
ォ
ト

7
1
ム
の
完
成
。

私
も
、
作
品
巡
り
に
挑
み
ま
し
た
。

へ
d

一
マ
カ
ロ
ニ
の
写
真
入
れ
を
完
成
さ

一
せ
、
童
心
に
却
っ
て
、
頑
張
り
ま
し

一
た
。
只
今
、
飾
る
写
真
、
物
色
中
で
す
@

一
子
供
達
の
、
真
剣
な
眼
差
し
と
発

一
一
想
豊
か
な
姿
勢
に
、
心
よ
り
感
動
し

一
た
次
第
で
す
。
親
子
共
々
、
自
作
品

一
を
手
に
、
笑
を
浮
か
べ
満
足
気
な
様

一
子
、
微
笑
ま
し
い
限
り
で
す
。

一
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
、
此
の
先
、

一
良
き
怨
い
出
と
成
る
事
で
し
ょ
う
。

一
婦
人
部
の
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労

一
様
で
し
た
。
来
年
が
、
と
て
も
、
楽

し
み
で
す
ね

J.れめいのかみ 11""発行平成26年11月

花火を楽しむ仕掛け花火を見る

去
る
、
九
月
七
日
間
平
問
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
中
原
消
防
諸
救
命
士
指
導
に
よ

る
体
験
学
習
に
四
十
七
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

当
日
、
新
し
く
参
加
さ
れ
た
人
や
、
毎
年
反

復
の
意
味
を
含
め
た
人
逮
が
、
中
に
は
何
度

か
繰
返
す
人
も
い
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
指
沼

通
り
行
っ
て
い
た
人
と
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

こ
の
活
動
の
目
的
は
心
臓
や
呼
吸
が
突
然

止
ま
っ
た
人
の
命
を
救
う
た
め
に
も
、
一
一

九
番
通
報
し
て
、
救
急
車
が
到
着
ま
で
の
問

の
救
命
処
罰
閥
、
つ
ま
り
心
肺
訴
牛
一
法
を
行
い
、

A
E
D
も
(
も
し
近
く
に
あ
れ
ば
)
を
使
っ

た
救
援
活
動
で
あ
る
.

一
、
心
臓
停
止
後
約
三
分
で

り
、
古
口
に
て
乗
り
換
え
滑
川
で
下
船
し
て
い

日

る
。
私
は
ホ
テ
ル
を
早
朝
に
出
発
し
、
古
口
よ
一

り
乗
船
す
る
。
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
し
、
次
号
"

は
mm
よ
川
か
ら
出
羽
三
山
を
経
て
酒
田
、
象
潟
・

ま
で
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
・

山

崎
和
…

島

…

-糸

川

E

4

・月

叫叩

・

2
q

け

u

・

4
H
M

・
浮

-

H
u
h

-

田

・

水

圃

の

圃

潟

鍾

晶
串

・

--
a
 

二
、
呼
吸
停
止
後
約
一

O
分
で
五
O
%死
亡

三
、
多
公
出
血
後
約
三
O
分
で
、
五
O
%死
亡

す
な
わ
ち
時
聞
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
生
命
を

救
う
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

e

そ
の
他
、
気
迫
奥
物
除
去
と
止
血
法
の
説
明

を
受
け
る
。

以
上
受
初
終
了
後
、
市
民
救
命
士
の
講
習
終

了
証
を
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
た
。

今
回
参
加
さ
れ
な
い
方
も
、
町
会
活
動
の

一
つ
で
も
あ
り
知
識
と
し
て
体
験
す
る
こ
と

を
お
進
め
し
ま
す
。

尚
、
人
の
命
を
守
る
活
動
と
し
て
、
他
に
何

時
起
る
か
わ
か
ら
な
い
災
筈
に
対
す
る
防
災

訓
練
が
、
今
年
十
一
月
二
十
三
日
(
臼
)
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
.
是
非
、
御

御
近
隣
お
誘
い
の
う
え
多
く
の
方
が

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
.


